
327

〔特 別 掲 載〕

（晶晶大1暮，鵜類蹟）

子宮膣部筋腫のこ例
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          緒   話

 子宮筋腫は子宮腫瘍中最も多いもので，婦人科外来患

者の約5％を占めるといわれている。この子宮筋腫の大

部分は体部に発生し，頚部に少く，特に脚部｝と発生する筋L

                        こ腫は極めて稀である。子官凸部筋腫は1778年Smdlie‘

が始めて報告している。その後Vorbeck（1905年）の14

例，Pronai（1909年）の22例， Kalb（1910年）の29例，

Gueissaz（1924年）の10ユ例， Turunen（1930年）の107

例等の報告がある。本邦においては渡辺・（1910年）の報

告が始めてで・今日までに60例余り㊧三田があるにすき

ない。最近当教室において子宮膣蔀筋腫の2例を経験し

たのでここに報告する。

          症「  例

 〔症例1〕31才未婚婦入

 初診：昭和35年6月27日

 主訴：不正性器出血

 家族歴：母親が胃癌で死亡している外は特記すべきも

のはない。

 既往歴：昭和34年6月膀胱炎に罹結している。初潮13

才，爾来28日型で整調，持続4’日間，多量，月経痛が軽

度にあった。

 現病歴：2ヵ月位前より，月経周期の申間期に1日少

量の出血があり，某医の診察を受け，手術をすすめられ

て，昭和35年6月27日当科を受診した。

 初診時所見：1） 体格栄養中等度，顔貌正常，皮膚及

び眼瞼結膜に貧血を認めず。脈搏整調，胸部に聴打診上

異常なく，腹部は肝，腎，脾は触知し得ない。下肢に浮

腫はない。

 2） 局所所見：外陰部に異常なく，四壁正常，子宮体

は前傾前屈側々小，硬度正常，両側附属器は鮒れない。

子宮膣晶晶瞭卵九卵円形で・硬度強靱移動性不

良が圧痛はない。表面は廉回状で接触出血を認めた。子

宮膣部前唇は萎縮して薄く，外子宮口は上方に圧排され

ている。

 3）検査成績：1重1液所見 赤∬佳球脚441万，血色素量

92％ザーリー，白血球数7800，血液像正常，血沈1時間

値9，2時即値20，出掃討間3分15秒，tiu圧114～72m

mH9．． A所見 蛋白及び糖陰性，ウロビリノーゲン正常

である。

 診断：子宮膣部筋腫

 手術時所見：6月28日手術施行。ネオペルカミン1．

6cc腰椎麻酔の下に膣式筋腫易咄術を行うべく周囲の被

膜の剥離を始めたが癒着がはげしく剥離困難であっため

で術式をかえパンネンスティールの横切割法にて開腹す

る。腹腔に隷腹水，出血なく，何ら癒着を認めない。子

宮体，附属器共正常であった。子宮は下方程大きく，頚

部両側方，及びDouglas氏窩に膨隆せる約超手拳大の

腫瘤をふれた。従って両側附属器を残し，型の如く単純

子宮全易弓術を行ったQ  〔

 捌出標本肉眼的所見：子宮体は小鶏卵大，硬度正常，

内膜に異常なし。腫瘍は子宮膣部後唇に発生し，超手拳

大（7x7x6cm），硬度弾力性硬」表面平滑で腫瘍全

重量は1989であった。滑面は灰白色充実性で潰瘍，化

膿，軟化の所見は認められない。 （写真1）
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写真1

 組織学的所見：滑平筋線維が種々な方向に増刊してい

る典型的な子宮筋腫であり，硝子様変性又は悪性変化の

徴候は全くなかった。 （写真2）

写真2

宮膣部は全体として鶏卵大に肥大し，硬度強靱，外子宮

口は円形にて，右力に圧排されていた。外子宮口前左側

方に軽度の廉燗を認めた。

 3） 検査成績：血液所見 赤血球数435万，血色素量

75％ザーリー，白血球数6200，血液像正常，血沈1時間

値89，2時間値90，出血時間1分30秒，血圧130～80m

mHg．心電図所見に異常を認めず。尿所見 蛋白及び糖

陰性，ウロビリノーゲン正常である。

 診断＝

 手術時所見：9月8日置ネオペルカミンの腰椎麻酔に

て，腹壁正中切開で開腹する。腹腔内には腹水，出血を

認めず。子宮体は前傾前屈，超鶏卵大，子宮体下部前右

側方に指示頭大の筋腫核1ケを認めた。左側附属器には

特別の所見なく，右側卵巣には掬指頭大のテール嚢胞を

認めた。子宮体，卵管と軽度に癒着していた。又子宮体

後壁とダグラス氏窩の腹膜とは子宮内膜症による癒着を

認めた。型の如く，両側附属器を含める単純子宮全舞舞

術を行った。

 列藩標本肉眼的所見：子宮体は超鶏卵大で，硬度硬，

手宮体下部前右側方に示指頭大の筋腫核1ケを認めた。

子宮織部は全体として鶏卵大で，硬度硬にして，矢状切

開するに左側唇に2×3 cmの筋腫核を認めた。滑面は

灰白色充実性で，化膿，軟化の所見は認められない。

（写真3）

 術後経過：極めて良好で，第7日目に抜糸，第18日且

に全治退院した。

 〔症例2〕44才，未妊婦

 初診：昭和35年9月6日

 主訴：月経困難症及び過多月経

 家族歴：特記すべき遣伝的関係なし。

 既往歴：31才にて肺炎に罹患せる他は特記すべき著餌

はない。初潮15才，以後28日型にて整調，持続5日間，

中等量，30才頃より月経痛甚だしく嘔気を伴う様になっ

た。39才で健康男子と結婚，性病は否定，妊娠の既往は

ない。

 現病歴：30才頃より，月経困難症にて下腹痛，腰痛甚

だしく，特に嘔気を伴い，月経時は就床し鎮痛剤を服用

していた。

 初診時所見：1）体格栄養中等度，顔貌正常，皮膚及

び眼瞼結膜に貧血を認めず，脈搏整調，胸部に聴打診上

異常なし。腹部にも異常を認めない。下肢に浮腫はな

い0

 2）局所所見：外陰部に異常なく，三冠正常，子宮体

は前傾前屈，超鶏卵大，硬度硬，附属器は触れない。子
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 組織学的所見；定型的筋腫で筋下問の聞質にも退行変

性或は悪性変化の徴候は見られない。 （写真4）

 術後経過：経過順調にて，第7日目に抜糸，現在入院

中である。

          考   按

 1） 発生頻度’：子宮膣部籏腫の発生率は諸家の報告：に

より多少の差異はあるが，大体全筋腫の1％以下であ

る。即ちPehamは0．1％， Turunenは0，42％， Gar麺一

sch をま1．1％，力口賀美0．5％，．沼吝区0．6％， 今村ユ．7％，

斎藤は0．2．％と述べている。

 2）発生部位：MUIIerは83例中58例が前倒，25例

が後唇に発生したと報告し，Vorbeckも前唇に多いと報

告，Nataleは自己の経験13例については前後唇同数

で，文献調査によれば後唇に多いと報告している。Guei－

ssazは自己経験の13例について前回6例，後唇6例，

左側1例，文献調査の結査は前唇54例，後唇60例，左

側3例で前後両唇に大差ないといっている。河田，伊藤

は前後唇側々同率と云い，人により種々であるが，大体

において前後胆略々同率である。然し側方より発生した

ものは比較的稀である。本症例では1例は後唇に発生し

たもので，他の1例は左側唇に発生したものである。

 3）踵瘍の大きさ：文献．．ヒ最大は1（albの報告した1800

gで，本邦では川地の1479gである。然し殆んどは鶏卵

大田の様である。本症例は1例は198gで他の例は鳩卵

大の子宮南部筋腫である。

 4）年令的関係：本邦において最低17才から最高62

才迄の報告があり，一般に30才以上で40才台に最も多

く，河田によると40才台が37．7％，Guei＄sazは43．

3％，吉田は46％，伊藤は37．3％を示していると述べ

ている。一般に体部筋腫の場合と同様の年令的分布であ

る。本症例に31才と44才に発生したものである。

 5）分娩との関係：経産婦に多く，殊に多産婦に多

い。Gueissazは40例申35例が経産婦で，その中10例

は5回階上の経1童婦であると報告し，Kalbは5例潤い

ずれも2～14回の分娩経験者であるという。高原は6例

中全例が5回以上の経産婦であるといい，狐塚等は30例

中5回以上の者19例（63．3），9回以上の者3例（10％）

で，平均分換回数5．1回と報告している。これらの事実

からPeham等は分娩外傷殊に頚管裂傷，錐子分娩等が

その発生機転と何等かの関係があるりではないかといっ

ている。本症例においては二例共沸産婦である。

 6）分娩障害に就いて：子宮華墨筋腫で分娩障害を起

すことは比較的少いといわれている。Gueissazは75％

が自然分娩をなしたと報告し，Btittnerは手拳大の，

Henkelは1720gの腫瘤を膣部前唇に有しながら自然分

娩を遂げたと記載し，Depaulは1700 gの腫瘤が膣外に

露出している例において自然分娩が可能であったと，又

Gottschalkは膣部後難から発生した腫瘤が膣腔を充満

していたのに，自然分娩をしたと報告しているp矢内原

は子宮膣部に鶏卵大及び超鶏卵大の筋腫が存在している

高年初産婦において，殆んど障害なく妊娠末期に自然分

娩をなし，成熟児を得た止報告している。．しかし分娩障

害を起した報告もある。即ち斎藤は前唇に発蟻した短茎

鶏卵大筋腫が響町して穿頭した例を記載し，青本e足高

は毎回筋腫を有するた．めに帝王切闘施行，宇多砿手脚大

筋腫で子宮破裂の切迫した例を報告している。以上要す

るに三跡時には厳重な監視が必要であ．る。

 7）症状；体部又は頚部筋腫と異なり，自覚的症状は

一般に軽度であるが，腫瘍の増大に伴い圧迫症状が現わ

れる。すなわち膣内異物感，或いは圧迫感，排尿排便障

害，腰痛を来し，更に膣外に脱出すれば下腹部牽引感，

起坐及び歩行障害を来す様になり，放置すれば血液循環

障害や機械的刺戟による二次的変化即ち表皮剥離，魔燗

壊死，軟化を来たし，不正出釦／をみる様になる。第1例

は不正性器出血があり，第2例は月経困難症及び過多月

経を訴えている。しかしこの例の月経困難症は子宮内膜

症が原因であると思われる。

 8）診断：腫瘍の小さい時は比較的容易であるが大き

くなって外子宮口不明瞭となり膣外に脱出し，続発性変

化を来す様な場合は，子宮脱又は子宮体部粘膜下筋腫の

いわゆる筋．腫分娩と鑑別しなければならない。

 9）予後：一般に良好で，悪性変化は少いといわれて

いるが，高原は癌性変化を来した1例を報告している。

10）治療：腫瘍が小さい時は膣式に腫瘍の捌出のみで

足りるが，大なる時は子宮の単純全国咄を要する。

          結   語

 以上子宮膣部筋腫の2例を報告した。1例は31才未婚

婦人の子宮膣豊後唇より発生した筋腫で，腫瘍全重量は

198gで，他の1例は44才未産婦の子宮無理左側唇より

発生した筋腫で，その大きさは鳩卵大であった。2例共

に腹式子宮単純全別除術施行し，良好に経過した。組織

学的に平滑筋腫で悪性変化の徴候は認めない。

 稿を絡るに当り，御指導御校閲を賜った川上教授なら

びに大内助教授に深謝いたします。
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